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秩父札所について 

 

秩父札所三十四ヶ所観音霊場は文暦元年(1234)甲午三月十八日開創と伝えられ、 

長享二年(1488)の秩父札所番付(長享番付 札所三十二番蔵)が実在することから、室町時代

後期には秩父札所が定着していたと考えられます。 

江戸時代に入ってからは、多くの江戸庶民の観音信仰巡礼の聖地として賑いをみせました。 

今日もその当時の趣きを残しつつ、一番四萬部寺から三十四番水潜寺まで静寂な山村と美し

い自然の風光を背景した一巡約 100km 程の巡礼道です。 

この間、ある時は谷をわたり、山路をたどり、野づらを横切っての巡拝は秩父札所ならでは

のものでしょう。 

西国三十三ヶ所、坂東三十三ヶ所とともに日本百番観音に数えられています。 

自然を大いに感じていただき、観音様とのご縁をお結びください。・・・ネット 
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付録  第一回・秩父三十四カ所観音巡礼報告書          写真・文 後藤隆徳 

 

期 日  ２０１７.１１.２０(月)～２２（水） 通算歩行日数＝１日～３日 

参加者  後藤隆徳（長泉町・７０）、高岡八千代（御殿場市・８０）、渡邉典子（三島市・ 

６２）、土屋弥生（長泉町・７５）田内保子（伊豆の国市・７５）合谷守明（裾野 

市・６１）、鈴木新平（富士市・７６）、鈴木綾子（富士市・７４）、星 千代（伊 

東市・７２）、松永 優（函南町・７１）、サポーター・加藤秀子（富士市・６８）、 

一般・栗原＝１２名 

 

１日目 １１月２０日（月・晴） 歩行日数＝１日 

三島・イトーヨーカ堂６：００－東名一関越道一秩父市一秩父鉄道・和銅黒谷駅着 

９：５０一発９：５９一聖神社１０：０７－和銅神社１０：２８－一番・四萬 

部寺１１：２９－昼食一二番・真福寺１３：４４一三番・常良寺１４：４ 

７一四番・金昌寺１５：３７一バスー民宿「すぎの子」１６：４５（泊） 

 

６時長泉発。関越道経由で秩父鉄道・和銅黒谷駅着。駅ホームには、日本通貨発祥

の地の「和同開珎」（わどうかいちん）の大きなモニュメントがあった。 

丁度、貨物が入って来た。貨物は「無蓋車」（むがいしゃ）と呼ばれるもので、屋

根がない貨物。秩父産出のセメント原料の石灰岩を運んでいた。 

 

 和同開珎モニュメント 

 

正面には、その石灰岩産地の武甲山が聳えていた。山の三分の二ほどに大きな掘削

道があり、無残な掘削痕跡が残されていた。 

聖神社を経由して、和銅神社着。昔の銅の露天掘り跡があった。裏道から、札所一

番（秩父の場合は、札所一番と表記）の四萬部寺着。 

寺向かいに「旅籠・一番」という、築１００年のイイ雰囲気の宿があった。訪ねて

少し話をした。 
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皆さんは、寺でご朱印帳など、グッズを購入。ここで「発心」の記念写真撮影。昼

食はバス中で摂った。 

 

 無蓋車 

 武甲山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 札所一番・四萬部寺  
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 旅籠・一番 

 札所二番・真福寺 

 札所三番・常良寺 

 札所四番・金昌寺 
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午後の開始。二番・真福寺は山の上。昼食後でキツかった。途中で自転車巡礼の若

い女子に抜かれた。自転車は電動だった。駅で借りることが出来る。東京から日帰り

の様だ。 

境内に冬桜。無住職ながら、雰囲気のある寺だった。坂を下って三番・常泉寺。本

堂の竜の彫り物が立派。四番は金昌寺。石仏が素晴らしい。山門に大きなワラジ。 

そういえば、この地のＢ級グルメは、「ワラジカツ丼」だった。翌日、バスドライ

バーが食べたが、食べきれなかったようだ。 

本堂に乳飲み子を抱えた慈母観音があった。なかなか見ごたえのある観音様だった。

「マリア観音」とも呼ばれているようだ。 

 

 

                                   マリア観音 
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 民宿・すぎの子 

 

他に大きな観音様があった。３ｍくらいのもので、建屋の丸い窓越しに丁度、お顔

が見られる設計だった。ほか、お酒の好きの石仏は、片手に徳利、頭に盃を被って い

た。 

一日目は、ここで終了。秩父中心街は安い宿がなかった。バスで１５分程移動して

宿に到着。元庄屋を改築した民宿「すぎの子」。 

 

 茅ぶきの犬小屋（笑い） 

 大ババさま 
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 大演説会！！？？ 

 

建屋は茅ぶきで雰囲気はなかなか良い。古いだけに、音・寒気（障子の外は廊下で

半分、雨戸がない）ここも夏は学生さんが中心の宿とのこと。囲炉裏もあった。 

宿は、オババと息子、その嫁の三人で賄っていた。売りは何といってもオババ。 

年齢は７７歳。能弁で野菜の調理・加工の知識は最上級だった。従って、喋り出し

たら止まらなく、延々とご教授いただいた。 

女性軍は大いに喜んだ。しかし、余りにレシピが多く、覚えきれない。後日、書き

物を送って下さいと、名刺を置いて来た。 

梅干を３５０ｇ・５００－で売っていた。購入したが、サイコーの味でした。今時、

このような方は、貴重な方ですね。 

 

２日目 １１月２１日（火・快晴、朝は冷えた） 歩行日数＝２日 

起床６：００－朝食７：３０－バス発８：２０－四番・金昌寺８：４０－五番・語 

歌堂９：０１一七番・法長寺９：４８一六番・卜雲寺（ぼくうんじ）１０：１６一 

八番・西善寺１０：５２一九番・明智寺１１：３５一昼食一十番・大慈寺１３：５ 

０一十一番・常楽寺１４：３６一十二番・野坂寺１５：０９一バスー民宿「すぎの 

子」１６：３０（泊） 

 

民宿「すぎの子」の庭には、犬が一匹いた。見ればその犬小屋も立派な「茅ぶき」

だった。恐らく日本一の犬小屋だろう。何と幸せな、ワンちゃんだろうか。顔を見る

と、眼の上に黒い模様があって、何故か笑っているように見える。（笑い） 

朝はモーレツに冷えた。男性が泊まった一階の部屋は、廊下があり、雨戸は半分し

かない。従って部屋の障子は外の外気がモロに当たる。カーテンはあったが、隙間風

がスースーだった。 

庭の宿の車のフロントガラスはガジガジだった。この地は標高約３００ｍ。緯度も
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三島・長泉より高い。降雪は少ないが内陸の冷え込みは、相当なモノ。しかも、東が

山の為、朝日は遅かった。 

バスで昨日最終の四番・金昌寺に戻る。綺麗で立派なトイレを使い出発。五番・語

歌堂（ごかのどう）は小さく無住職。六番・卜雲寺は、少し山の上。周辺は紅葉が凄

い。ここも大きくはない。サポーターがお経本を貰った。 

七番・法長寺に向かう。バス巡礼の方が来た。白衣を着けていなかった。四国はバ

ス巡礼でも、身なりはシッカリしている。先達のお経は、物凄く速かった。目の前、

横瀬川の向こうに、大きな武甲山（１３０４ｍ）が迫る。 

武甲山は、いわずと知れた、石灰岩採掘の山。山の中央に大きな砕石道が出来て、

山が分断されていた。早朝からガラガラ音が聞こえる。しかも、温泉の湯気みたいな、

土埃が各所で上がっていた。 

確かに石灰岩が無ければセメントは作れず、ビル・橋梁などは出来ない。しかし、

自然破壊は著しい。秩父市に落ちる税金も大きいだろう。人間は絶対的に自然を利用

して生きている。どの程度に塩梅をつけるか、要はバランスの問題である。七番・法

長寺から八番・西善寺に向かう。 

寺は武甲山の一角みたいな感じで、坂上にあった。境内入場は１００－の有料だっ

た。ただし、ご朱印（３００－）をやる方は無料。四国・伊豆とか巡礼を各地で行っ

ているが、入場有料（拝観料）は初めて。理由は不明。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札所八番・西善寺 

 

この寺には、樹齢６００年の「コミネカエデ」という、見事なカエデがある。 
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その維持費として入場料を取っているのかも。確かに、巡礼でなくカエデ見学のみで

来る人も多い感じだった。それにしても、今まで見たことがない、見事なカエデだっ

た。 

坂を下り西武鉄道沿いに進む。下からカエデ見学風な巡礼着をつけていない方が、

何人か上ってきた。丁度、電車が通過して行った。下り切って、九番・明智寺。小さ

い寺だった。昼食時間になったので、バス移動。街のファミレスで頂いた。 

バスドライバーが、例の「ワラジかつ丼」を食べたと言った。大きくて食べるに大

変だったそうだ。昼食を終え、午後の巡礼。明智寺から更に下り、十番・大慈寺。大

きな寺ではなかった。 

次の十一番・常楽寺へは、山道と下道があった。二名下道で他は山道。山道は自然

道で良かった。途中、山中に大きな神社があった。 

常楽寺も大きくはなかった。 裏通り通過し、十二番・野坂寺着。今巡礼で一番立

派な寺だった。裏道から来たので、長い参道を上れず残念。山門に木造の観音様が片

膝でほほ笑んでいた。一般的に仏さまは性別がないという。しかし、この観音様は、

どうみても女性に見える。ただ、正面のお顔は微笑む優しいお顔だが、後部は 

恐ろしい鬼の邪面だった。これは何の意味だろうか？？ 

 

 

札所十二番・野坂寺 

 

後ろにも、もう一体の木造の観音様。こちらも乳房もあり、優しい笑みを浮かべて

いた。皆さんが撫でるようだ、全体的にテラテラ光っている。家に欲しい仏さまだ。 

綺麗で大きな境内。この寺は本堂でお勤めをさせてくれる。木魚が十数個並んでい
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た。ご本尊も黒い木造の観音様。これも素晴らしかった。 

 

裏が鬼面の観音様 

 

３日目 １１月２２日（水・快晴） 歩行日数＝３日 

    十三番・慈眼寺８：１０一十四番・今宮坊一番・少林寺一十六番・西光寺９：３４ 

一十七番・定林寺一十八番・神門寺１０：４７一帰静 

 

 札所十三番 

慈眼寺 
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 札所十六番・西光寺 

 

第二回 秩父三十四カ所観音巡礼報告書 

期 日 ２０１８.１１.６(火)～８（木） 

参加者 後藤、高岡、渡邉典、田内、加藤、合谷、鈴木新、鈴木綾、星、松永＝１０名 

 

１日目 １１月６日（火・雨） 通算歩行日数＝４日 

  三島・イトーヨーカ堂６：００一御殿場一塩山一雁坂トンネルー十八番・神門寺 

１１：２６一十九番・龍石寺１１：４０－二十番・岩之上堂１２：５３－二十一番・

観音堂１３：１１一二十二番・童子堂１３：２５一二十三番・音楽堂１４：２３一

二十四番・法泉寺１６：１０－巴川橋一民宿「美あさ」（泊）１７：１５ 

 

 昨年秋最終の法泉寺から出発。天気は雨～小雨。十八番から二十二番・童子堂は

近い。童子堂には他のバスツアー２０名がいた。観音堂は古いが立派。 

次の二十三番・音楽寺は山の上。音楽に関係ある寺かと思ったが、必ずしもそうで

なかった。ただ、音楽関係者がヒットを祈願してお参りするとネットにはあった。こ

の日最後の法泉寺は、やや遠かった。道を間違え３０分ロス。 

ご朱印締め切りの１６時が迫っていた。サポーターが飛ばし何とか間に合った。し

かし、１６時を過ぎて来た他の方もいて、一旦帰った係りは戻って来た。 

この日の宿は「美あさ」。安価だが非常にいい宿だった。御主人の話では、最近大

変なので、近い将来閉めたいといった。こんなイイ宿がなくなるのは残念。 

 

２日目 １１月７日（水・晴） 通算歩行日数＝５日 

    宿「美あさ」一二十五番・久昌寺８：１６一二十六番・円融寺９：５７一二十七番・ 

大渕寺一二十八番・橋立堂１０：１６一二十九番・長泉院一三十番・法雲寺一「浦 

山山荘」（泊） 
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宿「美あさ」の車で前日最終の巴川橋まで世間話をしながら送って貰う。９２歳の

母がいる。ボケては いないが、施設には絶対入る気持ちはないので対応が難しい。  

また、男子子供が無く、後継ぎがいないのでボチボチ、断捨離・周辺整理を考えて

るなど。 

 

 「美あさ」 

 

 温かい御主人 

 

物凄く丁寧な方で、出発する我々をいつまでも頭を下げて見送ってくれた。荒川の

橋を渡る。深い渓谷で朝日の紅葉が素晴らしい。田舎道に入り、二十五番・久昌寺着

境内に灌漑用の大きな池が広がる素敵な寺だった。池にはカモが数羽。 
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 札所二十五番・久晶寺 

 

 札所二十六番・円融寺 

 

 

山を下って再び荒川を渡り対岸に移り、二十六番・円融寺。続いて二十七番・大渕

寺。次の二十八番・橋立堂は武甲山の登山口が近い。 

  観音堂の後ろは石灰岩の壁だった。受付の奥には、「県天然記念物の鍾乳洞」があ

る。入場料２００－で潜る。天井が低く頭を数回打った。なかなか興味深い洞だった。 

高台の感じの良い道を進めば二十九番・長泉寺。私が在住の町と同文字で、親しげ

な名称だが、「ちょうせんじ」と読む。観音堂には「秩父三千女（さんぜんめ）」の額

がある。  

読み方を寺坊主に聞いたが「分からない」だった（？？！！）今日の宿は寺のすぐ

近く。２名リタイヤで宿に向かった。 
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 「秩父三千女」 

 

・・・この板絵自体は古いものではなく、秩父の提灯屋のおかみさん、浅賀三千子さんが 1988

年から 25 年かけて描き、三十四箇所すべてに奉納されたものです。額の下には「三千女」の

銘が入っいる・・・ネット 

 

今日の予定はここまでだったが時間があるので歩を進める。高台の道で眼下に秩父

鉄道が伸びる。帰りはこれに乗る予定。未知の土地で電車に乗るのは楽しい。 

 

 秩父鉄道 

３日目 １１月８日（木・晴） 通算歩行日数＝６日 

    宿「美あさ」一二十五番・久昌寺８：１６一二十六番・円融寺９：５７一二十七番・ 

大渕寺一二十八番・橋立堂１０：１６一二十九番・長泉院一三十番・法雲寺一小森 

橋１１：２８一帰静 
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  札所三十番・法雲寺 

 法雲寺 

 三峰口駅 
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 三峰駅地先 

 

 下野沢地先 

 

秩父三十四カ所観音巡礼報告書（第３回・満願成就、結願） 

期 日 ２０１９年１１月５日(火)～８日（金） 

参加者 後藤、高岡、渡邉典、合谷、鈴木新、鈴木綾、星、松永、土屋、サポーター・加藤、

一般＝栗原＝１１名 

 

１日目 １１月５日（火・晴）  歩行日数＝７日  距離＝約１８ｋｍ 

 三島・イトーヨーカ堂６：００ー御殿場―塩山―雁坂トンネルー前回最終・両神＝ 

小森橋１０：１１ー途中昼食ー三十一番・観音院１２：４８－小鹿野ー小判沢ー大 

日峠入口１５：４０ー小鹿野町「梁山泊」（泊） 
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昨年秋最終地、両神・小森橋から出発。天気は良い。紅葉はちょっと早い。郵便局

の角を左折すると、地元のオジサンが道を教えてくれた。 

「本来、ここにバイパス道があるが、先日の１９号台風で橋が流されたから、本道

を行って下さい」とのこと。小森川支流の橋を渡る。確かに台風の痕跡が凄かった。

板戸から峠を越えて上飯田に到着。 

昼食時間なので、田んぼの畔に座って昼食。天気が良く暖かくノンビリした。 

 

 
昼食 

 

 
地蔵寺 

 

午後は、ちょっとした峠を越えて、上飯田に出た。 

左折して観音寺に向かう。途中に地蔵寺があった。この寺は水子供養で有名。境内・

山の斜面に一万本以上の風車が回っていた。 

更に上ると三十一番・観音寺着。山門に４ｍの石造りの仁王が睥睨していた。 

石造りでは、日本一という。先は石段が続く。般若心経の２７６字＋回向文２０字

＝２９６段といわれる。上り切れば本堂。左後方に落差６０ｍの「聖浄の滝」が落ち

ていた。その昔、修験者が滝行をしたという。 
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滝の続きの岩肌には、弘法大師が刻んだ「鷲窟磨崖仏（しゅうくつまがいぶつ）」

があった。この辺りは太古は海で、「礫質砂岩（れきしつさがん）」で刻みやすいよう

だ。 

 

 石仁王像 

 本堂と滝 
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 鷲窟磨崖仏 

 札所三十一番・観音寺 

 

今回最初のお勤めを済ませ下山。階段の途中に年配の方がベンチで休んでいた。 

小鹿野の町を下る。宿場町だったか、静かで落ち着いた雰囲気。お接待の店があって
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コーヒーが飲めたが、靴を脱がないと上がれないので止めた。 

途中、地元のオジサンが道を教えてくれた。話すと、今日の宿「梁山泊」と親戚とい

った。 

三島という信号を右折して小森川を渡る。大きな川で台風の痕跡が凄まじかった。 

この橋が流れないで良かった。橋が流れたら三十二番・法性寺に山道で行けなかった。 

小判沢集落を上り、明日の大日峠登山口を確認して本日は終了。バスで宿に向かった。 

 

２日目 １１月６日（水・晴） 歩行日数＝８日  距離＝約２２ｋｍ 

    起床５：００－温泉ー朝食６：４５－バス発７：１５－大日峠登山道７：３３－大 

日峠８：１５ー三十二番・法性寺８：４２～９：１０－赤平橋ー赤倉橋ー三十三番・ 

菊水寺（昼食）１０：５７～１２：００ー番戸大橋ー奈良川大橋ー札立峠１４：１ 

５－三十四番・水潜寺１４：５５～１５：２０ー梁山泊（泊） 

 

宿の「梁山泊」は、安価（８２５０－・税込み＋１５０－・入湯税）だが、なかな

か良い宿だった。料理は悪くない。温泉は２４時間 OK。カラオケは無料。部屋はやや

狭いが、二人なら問題なかった。 

料理の部屋出しもあり、夜は無料、朝は有料だった。（運転者は朝も無料） 

朝食は６：５０予定だったが、「用意が出来た」で、早くやってくれた。随所に「温

かみ」を感じる宿だった。引率者としてこんな有難いことはない。 

バスで昨日の最終地に移動。道がやや狭かったが、地元の方がアドバイスしてくれた。

大日峠に向かって二日目が始まった。今日も好天。沢沿いに上っていく。台風の影響

は少なかった。 

皆さんは山道で嬉々としていた。やっぱり自然の道はいい。沢は静岡では見られな

い、「板状節理（ばんじょうせつり）」が続いた。沢を離れて大日峠に着いた。お地蔵

さまが二体あった。M さんが地蔵のうんちくを披露。 

左は昭和年代、右は明治維新以前時代。なぜなら、右の地蔵は首が付け替えられて

いる。それは明治維新後、神道を進める「廃仏毀釈」で首をはねられたからという。

皆さん納得でした。 

 大日峠登山道 
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 大日峠 

 柿ノ久保集落 

 

峠から下り道になった。柿ノ久保集落に出た。山中に立派な家が点在していた。廃

屋と思いきや、洗濯物が干してあった。更に下ると三十二番・法性寺（ほうしょうじ）

着。立派な寺だった。 
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玄関わきの部屋に乳飲み子を抱えた若い女性がいた。本堂でお勤め。山上に「お船

観音」と呼ばれる、２００ｍの巨岩に奥の院がある。行ってみたかったが、今日は時

間が厳しいので中止。境内で富士川町の方に会った。食道がんで長泉がんセンターに

通っていたという。名刺を渡し後日、連絡を貰った。 

 

 

札所三十二番・法性寺 

 

富士川町の方は昨夜、同じ宿に泊まったという。しかし、大日峠を越えないで下道
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を来たようだ。荷物を置いてあるので、再び宿に向かうといっていた。 

山を下る。すぐ下に「嬲谷（なぶりや）」という変わった地名があった。余りいい

意味でなかった。般若川から長留川沿いを下る。この辺りは川が複雑に交差していた。

パトカーが一旦停止の取り締まりを行っていた。赤平橋手前でトイレ休憩。秩父に来

て感じたのは、トイレが豊富で助かる。早朝でも使うことが出来た。先日の山中城跡

とは随分違った。 

対岸を行く。前を一人の方が歩いていた。聞けば定年になり札所巡りという。ただ、

白衣はなくお勤めもしないといった。埼玉の方だったが、実は後で大変なことになる

が、その時は分からなかった。再び奈倉橋を渡り三十三番・菊水寺着。ご朱印係の方

は、いい感じの方だった。 

寺で問題発生。先ほどの埼玉の方の態度がおかしい。聞けば、法性寺の下りで財布・

カード・免許証を落としたという。単独で見ず知らずの所に来て何もできない。今か

ら歩いて２時間のところを戻り探しに行くという。それは大変だ。余りに気の毒なの

で、バスを使い探しに行って貰った。 

その間、我々は昼食とした。今日も天気が良く温かい。有難いことだ。昼食が終わ

るころ埼玉氏は帰って来たが結局、見つからなかった。彼は菊水寺の方に１万円借用

し、引き続き水潜寺まで行くことになった。そこからは我々のバスで最寄りのバス停

まで送ってやることにした。 

 

 

札立峠 
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三十四番・水潜寺に向かう。秩父札所最後の寺である。しかし、最後に札立峠が立

ちはだかっている。四国もそうだった。八十八番札所・大窪寺には女体山を越えなけ

れば着かない。伊豆も戸田峠がある。生みの苦しみ、最後の試練だった。 

標高差は奈良川橋から約３００ｍ。まあ、四国に比べれば楽なものだ。（四国は約

７７６ｍ）菊水寺から一部はバスの人となった。奈良川橋から林道をつめて、頼母沢

上から山道に入った。ここでも入れ替わって一部、バスを利用した。山道は、やや暑

かったが問題なく１時間ほどで札立峠着。昔は茶屋があったらしく廃屋があった。 

あとは下りで水潜寺に向かう。途中、少し台風の影響があったが、特に問題はなし。

小１時間ほど下って水潜寺着。これで三十四番札所は終了した。しかし、実はまだあ

った。「お礼参り」といって一番札所に戻る習わしがある。 

それで本当の「願いが結ばれる」のである。三十四番でお終いだと、歩き（巡礼は）

円（縁）で結ばれない。埼玉氏・また四国も最終寺で終わる方が少なくない。出来れ

ば一番札所まで歩きたい。ここで M さんは、「百観音」を達成した。西国三十三ヶ所、

坂東三十三ヶ所、秩父三十四ヶ所で「百観音」。 

ただ、西国・坂東は距離が長く歩きは困難。M さんはバス巡礼だった。また M さん

は、札所御朱印が「千寺」になったという。金額は半端でなかった。埼玉氏を最寄り

のバス停まで送った。 

 

 

水潜寺でバンザ～イ！！ 
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３日目 １１月７日（木・晴） 歩行日数＝９日  距離＝約１８ｋｍ 

    起床５：００－温泉ー朝食６：４５－バス発７：１５－三十四番・水潜寺発８：２ 

２－根古屋ー琴平下ー大渕９：５７ー和銅大橋ー法雲寺（昼食）１１：１９～１２： 

０２一番・一番・四萬別寺１２：４０～１３：１２－大イチョウ１４：００－ワイ 

ナリー１４：３０－梁山泊（泊） 

 

今日も天気が良かった。バスで水潜寺着。日陰で寒い。琴平下まで下りなのでグン

グン進む。下りきり荒川沿いを歩く。途中、大渕で地元のオジサンと交流。 

和銅大橋まで田舎道をブラブラ進む。綺麗な美容院でトイレを借りた。和銅大橋の

「和銅」は、元号の名称。秩父で発行された貨幣は、「和同開珎」で、「どう」の文字

が違う。秩父線の黒谷駅も「和銅」である。先で昨日の埼玉氏から携帯。落し物が交

番に届いていたそうだ。ちなみに、礼状などは何もなかった。 

荒川を渡り対岸を歩く。裏街道を進み、法雲寺という小さな寺で昼食にした。今日

も風がなく暖かい。南西に武甲山が大きかった。今回の秩父巡礼は、いつもこの山を

仰ぎ眺め歩いた。山裾をグルっと一周した感じがする。 

午後は瑞岩寺前を通過し一番・四萬別寺着。三年前を思い出し懐かしかった。土産

物屋を兼ねているご朱印係の方は温かい方だった。靴をぬいて本堂でお勤め。これで

秩父山三十四観音札所が「結願・満願成就」であった。三年間、お疲れさまでした。

無事に終了し皆様に感謝・感謝・深謝です。 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法雲寺（昼食） 
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札所一番・四萬別寺 

 

４日目 １１月８日（金・晴） 歩行なし   

    起床５：００－温泉ー朝食７：００－バス発８：３０－雁坂トンネルー広瀬・コン 

ニャク店ー恵林寺９：５５ー御坂峠ー御殿場・流れ鮨ー長泉町１５：３０ 

 

最終日は、「朝寝・朝酒・朝湯」三昧だった。ゆっくり帰静。昨日、帰れないこと

もなかったが、年齢を重ね、慌ただしい旅はしたくない。 

広瀬ダムのコンニャク店に寄った。出された、刺身コンニャクが美味しかった。 

紅葉が往時より進んだようだ。 

塩山で恵林寺に寄った。３００－で本堂などを見学。「うぐいす張り廊下」があっ

た。キュキュキュと賑やか。圧巻は、恵林寺本堂でお勤め。 

係りの方は、気持ちよく勧めてくれた。有難い。丁度、外国の方が本堂脇で「座禅」

をやっていた。お経と座禅。そして紅葉。イイ雰囲気だった。境内の梢に山号の「乾

徳山」が遠望できた。 

昼食は御殿場・流れ鮨。１０００－のランチで腹いっぱいだった。早く帰ったので、

畑で一仕事した。今回もイイ旅だった。合掌。              （了） 
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  恵林寺 
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あとがき 

 

なかなか、ようやく、遅ればせながら、で、やっと発刊のはこび。やろう、やろう、

と思っていたが、なかなか出来なかった。 

 

この手の本は、既に ２００６年に「伊豆の里山・５０山」（実際は、６１山）・ 

Ａ４版・１７２ｐ、２０１３年に「伊豆八十八札所巡礼」Ａ４版・２３２ｐを出版 

している。本は今回で３冊目。 

 

お遍路が終わったのが、２０１４年だから、いささか遅すぎた感は否めない。この

手の仕事は、思い立ったら、一気呵成に進めることが肝要。 

 遅くなれば、記憶は薄れ、感動もなくなる。今回、その気になったのは、知人のＳ

氏が、２０１６年から２０２０年のお遍路記録を纏め、小冊子を出したこと。後発の

方に先を越され忸怩たる思いだった。 

  

 ま、それだけ歳を重ねたということか。目は悪くなり、気力も低下した。それでも、

今回、全ての記録・写真を完璧に残してあったので編纂は、まあまあ楽だった。６年

前のお遍路だったが、鮮明に一場面、一場面、思い出された。 

 出来れば、可能なら、「もう一度歩きたい」気持ちはなくはない。しかし、憧憬は憧憬で 

残すのもいいだろう。最後に多くの仲間・バス会社・家族に感謝致します。 

 

 

後藤隆徳（ごとう たかのり） 

１９４７/０２/２２三島市生まれ 

 

１８歳から本格的登山。 

冬、日本ＡＬＰＳの主な峰を全て登 

頂。また、山岳スキーも精通。日本 

オート・ルート、日本海オート・ル 

ート、５月剣岳長次郎谷～頂上、剣 

岳一周など。海外は、モンブラン、 

ヒマラヤ・ヤラピ―ク、ヨーロッパ 

・オートルートなど。 

巡礼は、伊豆・四国・御厨・秩父・ 

小豆島まど。ほか、富士山一周ウオ 

ーキング、伊豆一周ウオーキング主 

宰。裾野麗峰山の会会長。 
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